
愛によって歩みなさい 

 

「キリストがわたしたちを愛して、御自分を香りのよい供え物、つまり、いけにえとしてわたしたちのために神に献げてく

ださったように、あなたがたも愛によって歩みなさい。」（エフェソ５：２） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 年度末の月となりました。年長のクラスの子どもたちは、卒園を前にして、小学校入学への期待をいだきながら、最後の

保育園生活を楽しんでいるでしょうか。親による子どもへの虐待事件が後を絶ちません。真の愛が欠乏しているのです。真

の愛はどこにあるのでしょうか。キリストの中にあります。キリストは私たちを愛してくださり、十字架にかかってくださ

いました。ご自分を香りのよい供え物、つまり犠牲として私たちのために神に献げてくださったのです。そこに現わされた

真の愛をいただいて、私たちも愛によって歩む者になりたいと願います。巣立っていく子どもたちが、キリストの愛によっ

て歩んでいくようにと、心から祈ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月の行事より 

13日（土） 第 18回 卒園式 

  ひばりさん、たくさん遊んでくれてありがとう。いよいよ、巣立ちの時を迎えます。 

 コロナ感染予防で密を避けるため、めだか組の子どもたちの参加はできませんが、職員で 

 しっかりお祝いをして送り出してあげたいと思っています。家庭保育のご協力、ありがと 

 うございます。 

 

19日（金） お別れパーティー 

  もうすぐ卒園のひばり組とお別れ会をします。全員で集うということはできませんが、 

 １クラスごとにひばりぐみに「ありがとう」の気持ちを込めて、目の前で歌を歌ってお祝 

いしたり、全員で作った手作りのカレンダーをプレゼントします。各クラスごとにはなり 

ますが、楽しい時間を過ごしたいと思います。給食は、ひばり組の大好きなリクエストメ 

ニューで頂きます。どんなメニューになるか楽しみですね。 

 

27日（土）、29日（月）～31日（水） 協力保育日 

 ≪お弁当日≫ 27日（土）、31日（水） 

  27日（土）は、全職員が集まり、一日かけて会議をします。来年度に向けてどのような 

保育をしていくのか確認し、環境を整えるために話し合いを行います。 

 それを元に 29日（月）から新クラスでの保育が行えるよう準備を進めていきます。 

子どもたちは、新しいクラスに胸を膨らませています。その期待に応えられるよう用意を 

していきたいと思いますので、ご協力をお願いいたします。 

 

 29日（月）から、新しいクラス（保育室）での生活になります。詳しくは、各クラスの 

受け入れボードに貼り出しますのでご確認下さい。 

 

おわかれ遠足について 

緊急事態宣言が解除となりましたので、おわかれ遠足に行く方向で検討中です。日程や 

 場所については決まり次第お伝えいたします。 

 

お願い 

 ＊卒園式の準備をします。 

3月 12日（金）は卒園式の準備がありますので、都合のつく方は早めのお迎えをお願 

いします。 

 

＊家庭保育にご協力をお願いします。 

27日（土）年度末会議、月末に協力保育日を設けています。申し込み用紙を提出後に変 

更が出た場合は、必ず担任まで、お知らせ下さい。 

 

 ＊お迎え時間の自動ドアについて 

  お迎えの時間帯に、保護者の方が自動ドアを開けたままドア付近でお話をしている時に 

近くにいる子どもがドアをすり抜けて外に出て行ってしまうことが数回ありました。 

危険を伴いますので、速やかに降園していただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

お知らせ 

 ＊幼児クラスたのしいつどいについて（2/27実施） 

仕事や予定の都合をつけてご参加いただき、ありがとうございました。コロナウイル 

スにおける緊急事態宣言中ではありましたが、園として消毒や換気などしっかり対策を 

講じた上で実施させてもらいました。ご不便をおかけした点もあったかと思いますが、 

ご理解ご協力いただき、ありがとうございました。子ども達の可愛らしくて愛らしい姿 

を見ていただくことができて、嬉しい気持ちになりました。 
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3月 行 事 予 定 

1 月 礼拝  園庭開放 

2 火  

3 水 ひなまつり 

4 木  

5 金 離乳食試食会 

6 土  

7 日  

8 月 礼拝 

9 火  

10 水  

11 木 卒園式リハーサル 

12 金  

13 土  卒園式 

14 日  

15 月 礼拝 

16 火  

17 水 保育室開放 

18 木 避難訓練 

19 金 おわかれパーティー 

20 土 春分の日 

21 日  

22 月 礼拝 

23 火  

24 水  

25 木  

26 金  

27 土 年度末会議 

新年度準備 

協力保育（弁当） 

28 日  

29 月 新クラスで受入 

協力保育（給食） 

30 火 協力保育（給食） 

31 水 協力保育（弁当） 

★…保護者参加行事 

※4月の予定は、3月時点のものです。

来年度上半期予定は 4月に配布 

します。 

 

【4月の予定】 

5日(月)イースター礼拝 

★10日(土)懇談会（2,3歳児） 

★21日(水)懇談会（4歳児） 

★22日(木)懇談会（5歳児） 

★24日(土)懇談会（1歳児） 

                      「センスオブワンダー」 

 

まだまだ朝夕の寒暖差はあるものの、園庭のチューリップの芽は春の訪れを教えてくれます。そして春は巣立ちの季

節です。毎朝お部屋を回っていると、子どもたちが何か自信に満ちた表情に見えてとても頼もしく感じます。あっとい

う間の一年にも思えますが、子どもの成長は本当に目を見張るものがあります。ひばりさんは、卒園を間近に控え小学

校への期待と不安が入り混じる時ですね。その他のクラスの子どもたちも今の保育室から新しい保育室へのお引越しが

待っています。どちらも、楽しみで期待が大きく膨らむような保育者の関わりと保育を実践していきたいと思います。

この一年、コロナ禍で保護者の皆様には例年以上に多くのご理解とご協力をいただきました。心よりお礼申し上げます。 

 さて、先日「保育士をするなら絶対読んでおくべき一冊です。」と紹介され、ある本に出逢いました。レイチェル・カ

ールソンの「センスオブワンダー」（上遠恵子訳）です。保育士になって早ウン十年、遅ればせながら我が家の本棚にも

やってきてくれました。その中の一節に、 

『子どもたちの世界は、いつも生き生きとして新鮮で美しく、驚きと感激に満ちあふれています。残念なことに、わた

したちの多くは大人になる前に澄み切った洞察力や美しいもの、畏敬すべきものへの直感力をにぶらせ、あるときはま

ったく失ってしまいます。』とあります。 

保育をする以前に、自分自身がいろいろなものにワクワクしながら生きているかを問われているようでした。この一年

を振り返ると、私たちは何度も立ち止まりながら、子どもにとってより良いこととは何かを考えてきました。しかし、

行事の変更や目先の出来事に対して、答えを出すことを急いでしまい、目に見えない子どもの感性や心情に、敏感なア

ンテナを持ってしっかり対応できていたかしら、と反省も多々出てきました。「センスオブワンダー」は、豊かな子ども

の感性を保育の中でどれだけ大切にしていかなければならないかを再確認させてくれました。 

年度の節目まであと 1 ヶ月、子どもたちと花の蕾や木の芽、流れる雲や風の音など世の中の美しいものに目を向け、心

を動かしながら過ごしていきたいと思います。 

＊センスオブワンダー＝美しいもの、未知なもの、神秘的なものに目を見はる感性 

 岸本 正子                                 


